
大
舞
循
月
査
第
轟
郵
便
物
聾
，
歪
葦
七
旦
零
鴇
納
本
（
毎
せ
堕
舞

　
　
　
　
大

第
　
　
正

蔵
置
籟

　　

ﾜ
八

　
　
　
　
．
丹

璃
號
由

珊
　
　
駿

　
　
　
　
、
行

メ
婁
ヌ
・
ド
ゥ
・
ピ
ラ
ン
の
欝
つ
る
迄
：
：
文
峰
士
　
錦
田
義
富

畿
鐘
現
象
の
概
念
及
び
本
箪
…
卜
－
・
…
米
墨
太
郎

三
濟
子
壷
の
問
題
・
：
：
：
：
・
：
・
：
・
旧
蹟
下
士
左
右
田
喜
叫
郎

餓
惰
塾
す
蒸
器
學
設
…
…
…
・
蚤
士
千
粟
胤
戎

磁
器
無
数
の
敏
育
に
關
す
る
翫
麦
欝
訟
小
冊
重
直

ゐ
多
あ
歴
史
學
の
槻
念
に
就
て
麦
曇
安
部
疇
之
助
．

新
薯
紹
介
・
・
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：
・
：
・
：
・
・
：
：
：
：
：

内同大科文畢大陽帝都京

　、會學習都デ京



京
都
哲
學
愈
規
則

第
一
僚
　
本
會
チ
京
都
哲
學
會
ト
稚
ス

策
∴
條
　
本
・
脅
“
ハ
廣
義
笛
於
ケ
ル
菅
墨
丁
ノ
研
究
及
政
ハ
蹴
“
及
チ
以
テ
貝
的
ト
ス

第
三
條
本
倉
ハ
薗
條
／
臼
的
チ
蓮
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
チ
行
7

　
　
　
一
、
係
情
月
｝
回
【
研
究
合
“
チ
開
ク

　
　
　
一
、
毎
年
麻
秋
二
四
公
開
認
演
會
チ
開
ク

　
　
　
一
、
擦
月
　
回
雑
誌
『
菅
學
研
究
』
チ
漿
君
ス

　
第
糾
僚
　
本
倉
寒
務
所
チ
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
内
二
概
ク

第
五
仙
謙
　
本
合
邸
ノ
事
業
チ
経
艸
営
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
昌
ハ
チ
置
ク

　
　
　
一
、
委
員
（
切
干
名
）
京
都
帝
國
大
墨
丈
科
大
離
膏
學
科
教
宕
及
碓
賛
倉

　
　
　
　
二
於
テ
推
撒
鵬
シ
タ
ル
者
チ
以
テ
シ
陶
篇
充
ツ

　
　
　
一
、
書
記
（
｝
名
）
委
員
會
二
於
テ
囑
託
ス

　
第
六
條
　
本
門
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
篇
テ
モ
金
n
員
タ
ル
コ
ト
チ
得

　
學
校
、
制
書
館
、
教
育
會
、
共
他
ノ
網
蟄
ハ
鎮
園
纏
ノ
名
チ
以
テ
入
禽
ス
ル

　
　
コ
ト
チ
得

♂
第
モ
砂
條
　
倫
n
員
ハ
愈
費
ト
シ
テ
年
武
圓
武
拾
礁
隅
、
凡
剛
後
二
期
川
論
分
チ
テ
葡
納
ス

　
　
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

　
第
八
股
揮
　
合
”
員
ハ
本
合
B
ノ
曲
器
…
循
臓
ノ
ゑ
韓
“
A
“
二
醗
円
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
け
紬
ッ
癬
轄
勲
囎
嚇
．
折
n

　
學
研
究
』
ノ
醗
付
チ
受
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

第
九
條
馨
、
規
期
ノ
整
饗
ハ
委
慕
”
ノ
決
議
。
依
ル
　
　
「

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

F
：

ぎ郭

記

丈
學
博
士
西
田
幾
多

交
學
博
士
　
朝
　
永
　
三
　
十

二
二
士
　
千
　
葉

丈
學
瞳
士
　
狩
　
野

米

交
學
博
士
　
高

要
心
士
　
中

丈
學
士

丈
學
警
士

文
學
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

ノ1、互塞Ψ果享裂率公・植賓

郎郎

胤
　
成

直
　
学帽｝～　算　　武　　良13　敷蒙　　立　　畏1～　喪搭



　
　
人
類
の
思
想
の
巾
で
最
も
意
義
あ
る
も
の
ム
脚
つ
に
は
粗
建
な
い
．
然
し
乍

　
　
ら
そ
の
意
翁
は
何
健
に
在
る
か
は
大
に
考
察
を
必
要
と
す
る
。
今
鼓
に
輕
桃

　
　
な
る
巫
活
を
逡
つ
，
て
る
た
も
の
が
、
・
常
軌
を
逸
し
た
其
の
放
縦
、
街
誇
若
く

　
　
は
幻
影
よ
り
僕
忽
に
し
て
世
人
の
指
弾
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
峻
烈
な
る
融
曾

　
　
的
制
裁
の
下
に
藥
が
れ
逡
に
漁
落
の
淵
に
沈
ん
だ
と
す
る
．
そ
し
て
彼
は
繕

　
　
薙
蒜
節
し
、
前
非
を
悔
い
て
繊
梅
恥
湿
し
、
　
布
製
の
衡
量
た
大
切
な
る
も
の

　
　
あ
り
、
　
死
な
ん
と
す
る
鳥
の
短
調
を
傳
へ
た
と
す
る
。
こ
れ
を
以
っ
て
其
人

　
　
の
心
情
ほ
、
「
人
類
の
取
る
べ
き
究
極
の
方
向
」
を
癒
切
に
示
し
た
も
の
と
認

　
　
む
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
　
嘗
ひ
換
れ
ば
、
佃
人
が
職
曾
瓢
湖
裁
の
下
に
只
管
職

　
　
擬
畏
縮
せ
る
を
最
も
二
値
あ
る
人
類
の
歌
態
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
ら
う
が
。

　
　
又
法
律
あ
張
劉
力
を
實
謹
し
國
家
の
灘
ヵ
を
顯
揚
し
え
た
る
黙
に
於
て
、
個

　
　
入
の
機
濾
骸
俊
を
黙
し
、
そ
れ
よ
り
し
て
勲
ハ
個
人
を
憐
偶
す
る
の
は
、
　
蕎
人

　
　
の
大
な
る
喜
び
で
あ
る
だ
ら
う
か
。
　
ワ
イ
ル
ド
を
此
意
味
に
当
て
誇
慨
す
べ

　
　
き
で
あ
ら
う
か
。
　
否
、
否
！
僕
は
ワ
イ
ル
ダ
を
誕
ふ
る
に
之
よ
り
塗
し
き
も

　
　
の
あ
る
を
知
ら
な
い
。
此
の
常
識
的
見
解
ほ
ど
ワ
・
4
ル
ド
を
曲
解
し
破
の
煩

　
　
値
と
獄
巾
盈
活
を
無
意
義
に
し
、
引
い
て
ヂ
プ
。
ロ
フ
ア
ン
ヂ
ス
の
懸
想
を
胃

　
　
、
漬
す
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。

　
　
　
デ
イ
。
ブ
ロ
フ
ア
ン
ス
の
町
順
翼
翼
に
デ
イ
・
ブ
ロ
フ
ア
ヂ
ス
そ
の
毛
の
を
、

　
　
、
他
の
請
作
を
観
じ
て
の
思
想
並
に
弛
の
紬
軸
て
の
作
物
ど
の
粗
鋤
的
見
地
よ
り

　
　
見
る
か
、
　
或
は
之
を
引
離
し
て
藩
く
は
絶
封
的
見
地
よ
り
測
る
か
に
よ
っ
て

　
　
大
に
典
詳
贋
を
異
に
す
る
と
患
ふ
。
デ
イ
。
プ
ロ
フ
フ
ン
ヂ
ス
は
ワ
イ
ル
r
の

　
　
｝
つ
の
作
な
る
以
上
、
　
’
勿
爪
禰
そ
の
全
膿
の
上
か
ら
販
一
歓
は
る
べ
き
も
の
で
あ

駈
、
が
い
ワ
、
，
ル
ド
の
智
舞
の
纏
、
嚢
の
生
薯
・
揚
合
で
あ
り
、

6
　
　
一
見
が
ら
り
と
灘
つ
た
糠
に
見
け
ら
れ
る
デ
イ
。
プ
ロ
ツ
フ
ン
ヂ
ス
の
揚
合

　
　
　
　
　
　
　
　
新
藷
　
　
介

で
あ
る
か
ら
、
特
に
此
等
…
準
を
立
て
る
ζ
と
を
騰
要
と
す
る
。
鴛
呆
は
次
の

様
に
抽
き
出
さ
れ
る
か
ら
。
　
i
前
者
の
見
壇
よ
り
せ
ぱ
、
デ
イ
。
プ
ロ
ツ

フ
ン
デ
ス
の
患
和
心
は
特
異
な
も
の
で
貼
な
け
れ
ば
、
　
異
っ
た
ワ
イ
ル
ド
を
示

す
も
の
で
も
な
く
、
虚
［
と
實
と
の
礎
換
で
は
な
い
。
然
る
に
後
者
の
見
地
よ

り
せ
ぱ
、
此
恐
想
こ
そ
聴
異
な
も
の
で
あ
り
、
　
一
薪
せ
る
ワ
イ
ル
ド
の
面
厩

を
現
は
す
も
の
で
あ
り
、
從
凍
の
虚
が
貴
と
な
り
、
幻
の
消
滅
だ
と
す
る
。

田
部
疑
の
見
地
は
果
し
て
挙
れ
に
あ
る
で
あ
ら
う
。
　
危
い
哉
後
者
の
見
地
は

常
識
的
見
解
と
提
携
し
易
く
、
　
と
も
す
れ
ば
ワ
畜
ル
ド
を
羅
ふ
る
こ
と
が
あ

る
を
附
慰
し
て
羅
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
（
園
頼
三
）

　　

@　

@
寄
贈
書
籍
雑
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
カ
ン
カ
レ
著

科
醗
の
槽
眠
値
　
　
　
　
　
白
墨
’
士
　
田
　
漫
　
元
謹
㎜
　
　
晦
石
波
轟
轡
虚
旭

認
馨
裂
　
　
博
士
鼎
嫉
識
　
・

饗
嶽
要
領
　
葦
士
灘
翻
誤
記
　
策
轟
蕎

哲
搬
難
山
、
心
理
研
究
、
東
洋
哲
學
、
六
合
動
向
、
東
距
三
光
、
第
三
帝
國
、

六
三
墨
報
、
出
校
教
育
、
　
的
外
敏
育
細
副
蘇
調
、
鮪
賞
二
戸
育
、
　
・
小
學
研
究
敏
育
州
鱒

究
、
教
育
馬
術
界
、
教
育
界
、
　
薪
公
論
、
兵
庫
教
育
、
鞍
置
縣
靴
罫
育
時
報
、

滋
賀
縣
教
育
曾
難
誌
、
愛
知
敏
育
礫
誌
、
愛
媛
教
育
、
r
都
市
教
育
、
信
濃
教

育
、
宮
城
懸
敏
島
山
難
誌
、
懲
麓
敏
麿
、
少
年
倶
恥
部
、

一
二
三



白
墨
欝
炎
　
第
『
五
號

＝
蝋
鴎

G3E

號前早
欝

支
那
上
代
の
座
、
巫
威
に
就
い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
交
野
簿
士

㎡
「
〃
ツ
ア
書
／
の
哲
學
：
・
：
・
：
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
ザ
：
丈
學
士

・
絡
書
に
於
け
る
漁
然
性
の
債
値
（
完
結
）
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
女
學
士

灘
會
離
教
育
の
過
去
及
將
來
（
完
載
）
：
・
：
：
：
・
：
：
：
・
：
：
交
學
博
士

鳳
情
移
入
論
葬
難
概
括
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
・
：
・
愛
攣
博
士

藁
　
　
報

新
，
著
紹
介
，

深小櫨中三
田西田川野
三重灘得直
算直藏立喜
　　　韓



｝

A職欄畿E＝定

一
、
木
奇
n
へ
入
合
“
礁
弗
鍛
ノ
方
ハ
汽
翫
飲
本
會
宛
F
ア
ニ
獅
由
Ψ
」
込
被
下
闇
、
鶴

　
一
、
奇
け
員
ニ
シ
テ
輔
W
居
…
セ
ラ
レ
タ
ル
静
聞
一
直
チ
篇
万
一
凶
1
1
御
　
報
知
鮎
綴
下

　
　
度
候

　
一
、
合
n
費
ハ
擾
轡
筒
慮
脚
大
阪
曇
㎡
〇
六
六
零
番
、
京
都
哲
趨
露
宛
テ
ニ

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@蕊

　
　
御
弾
込
被
ド
度
候

　
｝
、
本
敬
白
ノ
編
就
胃
二
關
ス
ル
勲
郷
信
及
勲
帽
介
・
新
州
U
識
口
・
交
換
鰍
椰
聾
陶
等
ハ

　
　
几
テ
本
脅
宛
テ
篇
御
獲
蓬
被
下
度
侮

　　

@　
@　
@　
@鯨
ｧ
特
需
雛
論
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

珊
　
　
　
　
　
搬
　
　
定
　
　
　
　
　
　
　
　
郵
　
　
　
　
　
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滞

［
　
　
　
　
　
煽
一
両
　
瓜
　
拾
　
馨
　
金
　
　
萱
　
　
鱗

山ハ

@
　
　
　
購
朋
（
晶
剛
ム
蹴
）
一
金
湾
拙
閥
岡
試
拾
費
　
　
不
　
　
　
　
由
甲
　
　
　
　
受

十
二
勝
（
訪
金
）
…
金
武
圓
醐
給
鑓
不
　
申
　
受

　
霧
竺
編
謙

三
一
豊

一
頁
　
　
金
拾
　
　
謎

牛
．
頁
　
　
金
六
　
　
圓

詑文親定

⑤
會
員
に
あ
ら
ざ
る
講
二
者
の
伽
藍
丈
及
び
廣
告
に
漏
す
る
件
は
甕

　
丈
館
へ
御
　
由
T
w
込
下
さ
れ
γ
度
鮫

◎
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
郵
穂
共
前
金
に
て
御
迭
り
下
さ
る

　
べ
く
鍍

⑤
娠
特
醇
命
に
て
二
途
金
は
（
遣
瀬
羅
八
◎
懸
）
蟹
交
館
宛
に
願
上
候

⑥
前
金
切
れ
の
鳩
ム
ロ
は
帯
封
に
「
前
金
切
」
の
印
ゑ
赫
即
り
捺
致
す
べ
き
に

　
付
石
に
御
感
込
下
さ
れ
度
候

◎
見
本
御
入
用
の
鶉
〃
合
は
金
武
姶
僻
紬
御
総
1
一
下
さ
れ
訓
解

◎
特
に
誌
求
書
旧
領
攻
害
等
を
要
す
る
場
合
は
郵
券
三
鈍
御
総
付
下

　
さ
れ
度
盤

wrvumMVJ’uVVv燕

編
韓
者

看
代
表
看

第
五
號

製複許不

一一一．?◎くF－w．．

鐸；慧i無掌到砦

獲
行
唐

印
刷
讃

印

樹

所

饗
雛

東
都
帝
國
大
群
交
轡
大
學
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

實
　
嚴
　
方
　
治

大
　
葉
　
久
　
吉

和
年
歴
樫
禮
㌔
が
濡

青
柳
十
一
郎

東
東
市
牛
込
織
布
谷
瞭
賀
購

一
　
丁
　
臼
　
十
　
　
＝
　
醤
　
地

秀
英
舎
隅
一
胴
揚

嬰
行
所
鱗
詳
細
齢
醍
郵
漁
船
館

登
質
臥
煙
総
野
鴨
鎌
配
賦
酪
寳
交
単

費
隠
所

（
東
京
）
　
東
京
堂
、

良
明
堂
、
上
田
屋

（
京
都
）
　
寳
丈
館

東
海
堂
、

（
大
阪
）

（
聯
戸
）

北
隆
館
、

盛
十
三

賓
交
野



一
当
、

脚
戸
高
等
商
業
學
校
教
授

細

中
．

霞
甦
轟
．

ピ，

・
静
著

塩
瀬

継
騨

翻・こ二粂装布

銭拾．八難萱各f費定

血
五
手
部
殿
特
糟
罷
金
蝿
闘
九
拾
鑓
㌍
冬
金
壷
圓
四
拾
五
鍍

湧如満遍
twtunnttiltrm“tt　mu　un一　nv　t．．　．一ndtttwwtwwttttua　．t　．

血
著
者
中
川
敏
授
は
竜
戴
丈
學
に
出
頭
せ
ら
る
、
こ
と
十
有
蓋
年
、
律
し
て
著
者
が
多
年
の
研
究
は
此
大
冊
一

　
二
無
を
完
成
す
。
共
の
上
巻
は
各
種
信
書
に
瀬
有
す
る
信
書
の
瓢
織
、
並
に
餐
局
部
。
新
盤
様
式
。
語
句
用
…

漁
礁
騰
懸
纒
雛
糀
雛
欝
欝
灘
欝
欝
嚇
燦
欝
欝
無

血
灘
莇
繍
臨
羅
墾
繕
螺
撚
読
儲
謬
論
糊
総
議
論
携
騰
騰
簾
↑
鰍
一

三
授
う
。

．
無
難
懲
懲
嚥
韓
無
難
揮
磁
羅
嚇
鮭
骸
欝
徽
．
撫
灘
離
饗
…

血
編
號
幽
外
に
・
霧
の
斎
七
百
釜
ウ
・
密
書
は
三
勘
近
く
選
外
に
嚢
蔓
例
璽

十
篇
を
掲
げ
π
う
。
有
講
の
際
題
下
に
之
を
求
め
ん
に
は
、
殆
ん
ど
共
儘
に
實
心
し
得
る
も
の
多
か
ら
ん
。
…

血
既
刊
書
翰
文
書
中
の
王
輝
冠
一

哲
攣
研
究
　
鋸
歯
號
騨
繋
、
州
　
，
憲

、
断
編
自
計
關
X
駄
謡
縮
獣
明
）

ま
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
む
り

強
訴
禦
～
鏡


